
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　身体挿入部と、この身体挿入部の遠位端面に設けられた結像光学系と、この結像光学系
の前方を照明する照明手段とを具備して成る内視鏡スコープにおいて、
　
　

、
　
　

　前記照明手段による照明の少なくとも一部が前記結像光学系の光軸に対してその側方か
ら行われることを特徴とする内視鏡スコープ。
【請求項２】
　請求項 に記載の内視鏡スコープにおいて、前記反射要素が前記身体挿入部の遠位端部
に対して着脱自在に取り付けられることを特徴とする内視鏡スコープ。
【請求項３】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
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前記照明手段は前記身体挿入部に挿通させられた光ガイドケーブルと、
前記身体挿入部の遠位端面に設けられかつ前記光ガイドケーブルに光学的に接続された

照明光学系と
この照明光学系を部分的に包囲する反射要素とを具備し、
この反射要素は前記照明光学系から照射される照明光の一部を前記結像光学系の光軸に

対して側方に向けて反射させるように配置され、

１

請求項１又は２に記載の内視鏡スコープにおいて、前記照明光学系は前記反射要素と前
記結像光学系との間に設けられることを特徴とする内視鏡スコープ。



【発明の属する技術分野】
本発明は内視鏡スコープ、例えば電子内視鏡システムに使用される電子内視鏡スコープ或
いは光ファイバスコープに関する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、電子内視鏡スコープは電子内視鏡システムの一部を成すものであり、電子
内視鏡システムには、電子内視鏡スコープの他に、該電子内視鏡スコープを着脱自在に接
続するようになった映像信号処理ユニットと、この映像信号処理ユニットに接続されるＴ
Ｖモニタ装置とが設けられる。
【０００３】
一般的に、電子内視鏡スコープは、剛性構造の操作部と、この操作部と一体化された可撓
性の身体挿入部とを包含する。操作部には身体挿入部の先端を湾曲させる遠隔操作ハンド
ルや種々のスイッチ等が設けられる。一方、身体挿入部には、その遠位端側に固体撮像素
子例えばＣＣＤ (charge-coupled Device)撮像素子が設けられ、また該遠位端面の前方を
照明するための照明手段が組み込まれる。ＣＣＤ撮像素子は身体挿入部の遠位端面に設け
られた結像光学系と組み合わされる。また、照明手段は通常は身体挿入部内を挿通させら
れた光ガイドケーブルと、該身体挿入部の遠位端面に設けられかつ光ガイドケーブルと光
学的に結合された照明光学系とから成る。電子内視鏡スコープが映像信号処理ユニットに
接続されると、固体撮像素子は映像信号処理ユニット内の映像信号処理回路に電気的に接
続される。代表的な電子内視鏡システムにあっては、映像信号処理ユニット内にはハロゲ
ンランプ或いはキセノンランプ等を含む光源装置が設けられ、電子内視鏡スコープと映像
信号処理ユニットとの接続時、光ガイドケーブルは光源装置に光学的に接続される。
【０００４】
電子内視鏡スコープの身体挿入部が人体の内部に挿入させられると、光源装置から発せら
れた光が光ガイドケーブルを通して照明光学系から照射され、これにより該身体挿入部の
遠位端面の前方が照明される。かくして、人体の内部組織が結像光学系を通して固体撮像
素子の受光面に内視鏡像として結像され、その内視鏡像は固体撮像素子によって画像信号
に光電変換される。固体撮像素子からは一フレーム分の画像信号が所定の時間間隔で繰り
返し読み出されて映像信号処理ユニット内の映像信号処理回路に順次送られ、そこで適宜
処理された後にビデオ信号に変換されてＴＶモニタ装置に送られ、ＴＶモニタ装置ではそ
のビデオ信号に基づいて内視鏡像が再現される。
【０００５】
ところで、以上の記載から明らかなように、電子内視鏡スコープの身体挿入部の遠位端面
には照明光学系と撮影用の結像光学系とが並んで設けられるが、このとき照明光学系の光
軸と結像光学系の光軸とは互いに平行となっているので、照明光は結像光学系の光軸に沿
って照明光学系から照射される。このような照明自体は一般的には好ましいとされるが、
しかし人体の内部組織の表面の凹凸形状を正面から観察しようとする場合には適していな
い。というのは、人体の内部組織の表面が結像光学系の光軸に沿って照射された照明光で
正面から照明されたとき、凹凸部の明るさに大きな差異はなく、このため凹凸部の識別が
難しいからである。このことは、例えば満月のときに月面のクレータ形状が観察し難いと
いうことに譬えることができる。
【０００６】
そこで、従来では、人体の内部組織の表面の凹凸形状を観察しようとする場合には、電子
内視鏡スコープの身体挿入部の先端を湾曲させて該内部組織の表面を斜めから観察する手
法が取られるが、しかし正面観察から斜め観察に移行させるためには身体挿入部の先端を
湾曲させる操作だけでなく電子内視鏡スコープの全体的に動かす操作も必要であり、また
斜め観察から正面観察に戻す際にも同様な操作が必要となる。要するに、従来においては
、人体の内部組織の表面の凹凸形状を観察する場合には、電子内視鏡スコープの操作が煩
わしく面倒であるだけでなく、その凹凸形状を把握し難いという問題がある。更には、身
体挿入部の先端を頻繁に湾曲させることが必要であるためにその劣化が早まるという点も
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問題となる。
【０００７】
一方、光ファイバスコープとして構成される内視鏡スコープの場合にも同様な問題がある
。詳述すると、光ファイバスコープも剛性構造の操作部と、この操作部と一体化された可
撓性の身体挿入部とを包含し、該操作部には身体挿入部の先端を湾曲させる遠隔操作ハン
ドル等が設けられる。光ファイバスコープの場合には、身体挿入部内には、像観察用光フ
ァイバケーブルと、照明用光ガイドケーブルとの双方が挿通させられ、該身体挿入部の遠
位端面には結像光学系及び照明光学系が設けられる。結像光学系は内視鏡像を像観察用光
ファイバケーブルの遠位端面に結像するように配置され、また照明光学系は照明用光ガイ
ドケーブルの遠位端面に光学的に結合される。
【０００８】
かくして、光ファイバスコープとして構成される内視鏡スコープの場合でも、人体の内部
組織の凹凸表面が像観察用光ファイバケーブル通して観察されるとき、該凹凸表面は正面
から照明されることになり、その凹凸形状については把握し難く、電子内視鏡スコープの
場合と同様な問題が伴う。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、人体の内部組織の凹凸形状の凹凸部を正面観察によって容易に
識別して把握し得るように構成された内視鏡スコープを提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明による内視鏡スコープは、身体挿入部と、この身体挿入部の遠位端面に設けられた
結像光学系と、この結像光学系の前方を照明する照明手段とを具備して成る。本発明によ
れば、そのような内視鏡スコープにおいて、照明手段による照明の少なくとも一部が結像
光学系の光軸に対してその側方から行われることが特徴とされる。
【００１１】
本発明の一局面によれば、照明手段は身体挿入部に挿通させられた光ガイドケーブルと、
該身体挿入部の遠位端面側に設けられかつ光ガイドケーブルに光学的に接続された照明光
学系とを包含し、該照明光学系の光軸が結像光学系の光軸に対して交差させられ、これに
より照明光学系から照明光が結像光学系の光軸に対して側方に照射される。
【００１２】
本発明の別の局面によれば、照明手段は身体挿入部に挿通させられた光ガイドケーブルと
、身体挿入部の遠位端面に設けられかつ光ガイドケーブルに光学的に接続された照明光学
系と、この照明光学系を部分的に包囲する反射要素とを具備し、この反射要素が照明光学
系から照射される照明光の一部を結像光学系の光軸に対して側方に向けて反射させるよう
に配置される。反射要素については身体挿入部の遠位端部に対して着脱自在に取り付けら
れるようにしてもよい。
【００１３】
本発明の更に別の局面によれば、照明手段は身体挿入部の遠位端部に装着された光源装置
として構成され、この光源装置には、光源と、この光源を点灯させる電源と、該光源から
の照明光を配光させる照明光学系とが設けられる。照明光学系の光軸は結像光学系の光軸
に対して交差させられ、これにより該照明光学系から照明光が結像光学系の光軸に対して
側方に照射される。身体挿入部の遠位端部に対する光源装置の装着については好ましくは
着脱自在とされる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
次に、添付図面を参照して、本発明による内視鏡スコープの実施形態について説明する。
【００１５】
先ず、図１及び図２を参照すると、本発明による内視鏡スコープの第１の実施形態が示さ
れ、この内視鏡スコープは電子内視鏡スコープとして構成される。電子内視鏡スコープは
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図示されない映像信号処理ユニット及びＴＶモニタ装置と共に電子内視鏡システムを構成
するものである。電子内視鏡スコープは剛性構造の操作部１０と、この操作部１０の先端
から一体的に延びる可撓性の身体挿入部１２と、操作部１０から延びる信号ケーブル１４
とから構成される。信号ケーブル１４の先端にはコネクタが装着され、このコネクタを介
して電子内視鏡スコープは映像信号処理ユニット側のソケットに着脱自在に接続される。
【００１６】
電子内視鏡スコープの操作部１０には遠隔操作ハンドル１６が設けられ、この遠隔操作ハ
ンドルを手動操作することにより、身体挿入部１２の先端部が湾曲させられて該先端部の
端面即ち身体挿入部１２の遠位端面の向きが変えられるようになっている。また、操作部
１０には種々のスイッチ等が設けられるが、これらスイッチは本発明とは直接関係するも
のではないので、その説明については省くことにする。
【００１７】
図２を参照すると、身体挿入部１２の遠位端部が縦断面図として示され、身体挿入部１２
自体は適当な可撓性材料例えば柔軟構成樹脂から形成される。身体挿入部１２には通路１
８がその長手方向に沿って形成され、この通路１８内には固体撮像素子例えばＣＣＤ (cha
rge-coupled Device)撮像素子２０と結像光学系２２とが組み込まれる。
【００１８】
ＣＣＤ撮像素子２０からは複数の信号ライン２４が延び、これら信号ライン２４は身体挿
入部１２、操作部１０及び信号ケーブル１４内を延在し、映像信号処理ユニットに対する
電子内視鏡スコープ１０の接続時に該映像信号処理ユニット内の映像信号処理回路に接続
される。結像光学系２２は複数のレンズから成り、その光軸Ｏ 1はＣＣＤ撮像素子２０の
受光面に対して直角とされ、かつ結像光学系２２の結像面がＣＣＤ撮像素子２０の受光面
に一致させられる。
【００１９】
身体挿入部１２には別の通路２６が形成され、この通路２６には光ガイドケーブル２８が
挿通させられる。光ガイドケーブル２８は信号ライン２４の場合と同様に身体挿入部１２
、操作部１０及び信号ケーブル１４内を延在し、映像信号処理ユニットに対する電子内視
鏡スコープ１０の接続時に該映像信号処理ユニット内の光源装置と光学的に接続される。
【００２０】
図２に示すように、身体挿入部１２の遠位端面では、その材料の一部、即ち通路２６を形
成する材料部分が隆起させられて、該通路２６の遠位端面開口が結像光学系２２の光軸を
側方から臨むように形成される。通路２６の遠位端面開口には照明光学系３０が嵌め込ま
れ、その光軸Ｏ 2は結像光学系２２の光軸Ｏ 1と適当な角度で交差させられる。
【００２１】
光ガイドケーブル２８の遠位端面は照明光学系３０と光学的に結合させられ、このため映
像信号処理ユニット内の光源装置から光ガイドケーブル２８によって導かれる照明光は照
明光学系３０によって照射され、その照射方向は照明光学系３０の光軸Ｏ 2に沿う方向と
なる。即ち、結像光学系２２の前方の照明がその光軸Ｏ 1に対して側方から行われる。こ
のような側方照明によれば、人体の内部組織表面Ｓの凹凸部の陰影が強調され、その結果
、該内部組織表面Ｓの凹凸部の識別が容易となる。このことは、例えば半月のときに月面
のクレータ形状が観察し易いということに譬えることができる。
【００２２】
なお、身体挿入部１２の遠位端部側には遠隔操作ハンドル１６の操作によって操作された
際にその遠位端部を湾曲させるための湾曲機構が組み込まれるが、図示の複雑化を避ける
ために該湾曲機構については図２から省かれている。
【００２３】
図３を参照すると、従来の電子内視鏡スコープの遠位端側の構成が本発明との比較のため
に示される。なお、図３では、図２に示した構成要素に対応する構成要素については同じ
参照符号が用いられる。
【００２４】
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図３に示すように、従来にあっては、身体挿入部１２の遠位端面は平坦とされ、結像光学
系２２及び照明光学系３０は共にそれらの光軸Ｏ 1及びＯ 2が該遠位端面に対して直角とな
るように配置され、このため双方の光軸Ｏ 1及びＯ 2は互いに対して平行となる。従って、
結像光学系２２の前方の照明についてはその光軸Ｏ 1の方向に沿って行われる。即ち、人
体の内部組織表面Ｓは正面照明から照明光を受けることになり、このような正面からの照
明時に内部組織表面ＳがＣＣＤ撮像素子２０によって正面から観察されたとき、該内部組
織表面Ｓの凹部も凸部もほぼ同じ明るさとなり、その凹部及び凸部を識別することは難し
い。このことは、先に述べたように、満月のときに月面のクレータ形状が観察し難いとい
うことに譬えることができる。
【００２５】
図４及び図５を参照すると、本発明による電子内視鏡スコープの第２の実施形態の遠位端
側の構成が示される。なお、図４及び図５では、図２に示した構成要素に対応する構成要
素については同じ参照符号が用いられる。
【００２６】
図４から明らかなように、第２の実施形態では、電子内視鏡スコープの遠位端側の内部構
成自体は図３に示した従来の場合と同様であるが、しかし身体挿入部１２の遠位端面の円
弧縁からは鍔状部３２が一体的に突出させられる。図５に示すように、鍔状部３２は照明
光学系３０に最も近接して該照明光学系３０を部分的に取り囲むように設けられる。鍔状
部３２の内側壁面には鏡面処理が施されて、該内側壁面は反射面とされる。例えば、鍔状
部３２の内側壁面にはアルミニウム等の金属材料が蒸着されるか或いはアルミ箔等が貼り
付けられる。要するに、鍔状部３２は反射要素として機能する。
【００２７】
かくして、第２の実施形態にあっては、照明光学系３０からその光軸Ｏ 2に沿って照射さ
れた照明光の一部は鍔状部即ち反射要素３２の内側壁面即ち反射面によって結像光学系２
２の光軸Ｏ 1に向かって反射させられる。要するに、照明光学系３０から照射された照明
光の一部は結像光学系２２に対して側方照明光として用いられる。かくして、上述した第
１の実施形態の場合と同様に、人体の内部組織表面Ｓの凹凸部の陰影が強調され、その結
果、該内部組織表面Ｓの凹凸部の識別が容易となる。
【００２８】
図６を参照すると、図４及び図５に示した第２の実施形態の変形実施形態が示される。こ
の変形実施形態では、反射要素３２は身体挿入部１２とは別部品として形成され、その遠
位端に例えば螺子３４でもって着脱自在に取り付けられるようになっている。
【００２９】
本変形実施形態では、好ましくは、鍔状部３２は適当な金属材料例えばアルミニウムやス
テンレススチールから形成され、特にその内側表面には鏡面仕上げが施される。このよう
な変形実施形態では、人体の内部組織表面の凹凸形状を観察することが必要なときだけ、
鍔状部３２が取り付けられ、これにより上述の第２の実施形態の場合と同様に、照明光学
系３０から照射された照明光の一部が結像光学系２２に対して側方照明光として利用され
る。一方、かかる凹凸形状の観察が必要とされないときには、鍔状態３２は取り外され、
このとき電子内視鏡スコープは図３に示すような従来の電子内視鏡スコープとして使用さ
れることになる。
【００３０】
図７及び図８を参照すると、本発明による電子内視鏡スコープの第３の実施形態の遠位端
側の構成が示される。なお、図７及び図８では、図２に示した構成要素に対応する構成要
素については同じ参照符号が用いられる。
【００３１】
図７から明らかなように、第３の実施形態では、身体挿入部１２からは通路２６及び光ガ
イドケーブル２８が省かれ、その代わりに小型の光源装置３６が身体挿入部１２の遠位端
部に着脱自在に装着されるようになっている。光源装置３６は適当な合成樹脂製のケーシ
ング３８から成り、このケーシング３８にはゴムバンド４０が取り付けられる。
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【００３２】
ケーシング３８に対するゴムバンド４０の取付について説明すると、ケーシング３８には
、図７及び図８から明らかなように、ゴムバンド４０の円弧に適合するようになった内側
彎曲壁面が形成され、その内側彎曲壁面には片持ち梁の態様で支持された彎曲取付片４２
が一体的に成形される。即ち、彎曲取付片４２はケーシング３８の内側彎曲壁面から一体
的に突出した突起からその彎曲壁面に沿って彎曲して延在する。一方、ゴムバンド４０の
肉厚部には彎曲取付片４２を収容するようになった空所４４が形成される。要するに、ケ
ーシング３８の彎曲取付片４２をゴムバンド４０の空所４４に挿入させることにより、ケ
ーシング３８に対するゴムバンド４０の取付が完了する。
【００３３】
身体挿入部１２の遠位端部に対する光源装置３６の着脱自在の装着はゴムバンド４０によ
って行われる。即ち、ゴムバンド４０の内側壁面のほぼ中央には環状突起４６が形成され
、その横断面は図７から明らかなように台形形状とされる。一方、身体挿入部１２の遠位
端部の周囲には環状突起４６を受け入れるようになった横断面台形溝４８が形成される。
ゴムバンド４０の内径は身体挿入部１２の遠位端部の外形よりも幾分小さくされ、このた
めゴムバンド４０が図７に示すように身体挿入部１２の遠位端部に回りに装着されたとき
、光源装置３６はゴムバンド４０の弾性力により確実に保持されることになる。
【００３４】
図７に示すように、ケーシング３８の内側彎曲壁面には開口部が形成され、その開口部に
は照明光学系４９が嵌め込まれ、このとき照明光学系４９の光軸Ｏ 2は結像光学系２２の
光軸Ｏ 1に対して直交させられる。また、ケーシング３８内には適当な白色光源例えば白
色発光ダイオード（ＬＥＤ）５０と電源即ちバッテリィ５２とが設けられる。
【００３５】
図７及び図８には図示されないが、ケーシング３８にはバッテリィ５２を装填するための
開閉蓋が設けられ、この開閉蓋は適当なシール材を備え、このため開閉蓋の閉鎖時にはケ
ーシング３８の内部は液密状態に維持される。一方、ＬＥＤ５０とバッテリィ５２との間
の配線についてはバッテリィ５２の装填によってのみ点灯されるようになっている。換言
すれば、ケーシング３８の外側壁面にはＬＥＤ５０を点灯させるための点灯スイッチを設
ける必要はないので、点灯スイッチをケーシング３８内の配線に接続させるためにケーシ
ング３８の壁面に細孔等を形成する必要はない。
【００３６】
要するに、上述した開閉蓋が適正に閉鎖されている限り、ケーシング３８の内部の液密状
態は確実に維持されるので、身体挿入部１２が人体内に挿入されたとしても、人体の体液
（例えば、電子内視鏡スコープが胃スコープである場合には胃液等）がケーシング３８内
に侵入することが阻止される。
【００３７】
上述した第１及び第２の実施形態の場合と同様に、第３の実施形態でも、結像光学系２２
の前方の照明はその光軸Ｏ 1に対して側方から行われるので、人体の内部組織表面Ｓの凹
凸部の陰影が強調され、その結果、該内部組織表面Ｓの凹凸部の識別が容易となる。
【００３８】
図９を参照すると、図７及び図８に示した第３の実施形態の変形実施形態が示される。こ
の変形実施形態では、光源装置３６が図３に示すような従来の電子内視鏡スコープの身体
挿入部１２の遠位端部に対して装着されるようになっている。即ち、身体挿入部１２には
光ガイドケーブル２８を挿通させるための通路２６が形成され、その通路２６の遠位端面
には照明光学系３０が設けられる。身体挿入部１２の遠位端部の周囲には光源装置３６の
ゴムバンド４０を装着させるために横断面台形溝４８が形成される。
【００３９】
このような実施形態では、人体の内部組織表面の凹凸形状を観察することが必要なときだ
け、光源装置３６が身体挿入部１２の遠位端部に装着され、これにより上述の第３の実施
形態の場合と同様に、結像光学系２２の前方の照明は照明光学系３０による正面からの照
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明に加えて、光源装置３６による側方照明も行われるので、或いは光源装置３６による側
方照明だけにも切り替えられるので、人体の内部組織表面Ｓの凹凸部の陰影が強調されて
その凹凸部の識別が容易となる。一方、かかる凹凸形状の観察が必要とされないときには
、光源装置３６は取り外され、このとき電子内視鏡スコープは図３に示すような従来の電
子内視鏡スコープとして使用されることになる。
【００４０】
上述の実施形態では、内視鏡スコープは全て電子内視鏡スコープとして構成されているが
、光ファイバスコープとして構成される内視鏡スコープにも本発明を適用し得ることは言
うまでもない。
【００４１】
【発明の効果】
以上の記載から明らかなように、本発明による電子内視鏡スコープにあっては、結像光学
系の前方の照明が側方から行われ、これにより人体の内部組織表面の凹凸形状を容易に観
察することができるので、従来のように、人体の内部組織表面の凹凸形状の観察のために
身体挿入部の遠位端部を頻繁に湾曲させることは必要とされず、該遠位端部の劣化が早ま
るという問題が回避される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による電子内視鏡スコープを示す部分立面図である。
【図２】本発明による電子内視鏡スコープの第１の実施形態を示す部分縦断図であって、
その身体挿入部の遠位端部側を示す図である。
【図３】従来の電子内視鏡スコープの部分縦断図であって、その身体挿入部の遠位端部側
を示す図である。
【図４】本発明による電子内視鏡スコープの第２の実施形態を示す部分縦断図であって、
その身体挿入部の遠位端部側を示す図である。
【図５】図４に示す身体挿入部の遠位端部の端面図である。
【図６】図４と同様な部分縦断面図であって、本発明による電子内視鏡スコープの第２の
実施形態の変形実施形態を示す図である。
【図７】本発明による電子内視鏡スコープの第３の実施形態を示す部分縦断図であって、
その身体挿入部の遠位端部側を示す図である。
【図８】図７に示す身体挿入部の遠位端部の端面図である。
【図９】図７と同様な部分縦断面図であって、本発明による電子内視鏡スコープの第３の
実施形態の変形実施形態を示す図である。
【符号の説明】
１０　電子内視鏡スコープ
１２　身体挿入部
１６　遠隔操作ハンドル
１８　通路
２０　ＣＣＤ撮像素子
２２　結像光学系
２４　信号ライン
２６　通路
２８　光ガイドケーブル
３０　照明光学系
３２　鍔状部
３６　光源装置
３８　ケーシング
４０　ゴムバンド
４２　彎曲取付片
４４　空所
４６　環状突起
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４９　照明光学系
５０　ＬＥＤ
５２　バッテリィ
Ｓ　内部組織表面

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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